
学校番号 3016 

令和 3年度 英語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 総合英語 ５ 第１学年 

大修館「GENIUS English communication Ⅰ・

ⅡRevised」、エスト出版「Finest English 

Grammar 42」、準拠ワークブック、駿台文庫「シ

ステム英単語」 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

総合英語は、英語 Expression、英語 Communication、Oral Communication の 3 種類の授業で構成

されています。授業では「読む」「聞く」だけでなく，理解した事柄についてその概要や，自分の考えを

「話す」「書く」活動を，ペア・ワークやグループ・ワークで行うことが多くなります。英語でコミュニ

ケーションしようとする意欲を持ち，多様な言語活動に意欲的に取り組んでください。 

日ごろから辞書をひくように心がけましょう。意味だけでなく、発音、用法、例文などあらゆる情報

を読むようにしましょう。音読や口頭での表現活動もたくさん行います。音読は自宅でも十分に練習し

てください。音読練習によって、語彙・文法・リスニングの力が大きく伸びます。 

見た、聞いた、感じたことを「これは英語でどう表現するのか」と問いかけ、調べ、実際に使う事を

習慣化してみましょう。このプロセスを経ることで、「使える英語」としての表現が増えていきます。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「総合英語」（５単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・

評価 
学習到達目標 

科目・

評価 
学習到達目標 

科目・

評価 
学習到達目標 

科目・

評価 

・身近なトピックに関し

て、わずかな時間の準備

で、１分程度のスピーチが

できる。その際には具体的

な理由を添えて自分の意

見を述べることができる。 

・情報や考えなどについて

互いに質問したり、質問に

答えたりできる。 

総合英語 

・スピーチ 

・会話テス  

 ト 

・プレゼン 

テーショ 

ン 

・段落の構成を意識し

て、時間をかけた修正を

経て、自分の意見をわか

りやすく書くことがで

きる。 

・参考文献やインターネ

ットなどから情報を収

集し、それをまとめた文

章を書くことができる。 

総合英語 

・定期考査 

・パラグラ

フライテ

ィング 

 

・自然な速さで話される

スピーチや会話（３～５

分）を聞いて、ポイント

をつかみながら内容を

理解することができる。 

・一部英語字幕の助けを

借りて、自然な速さで標

準的な発音で話される

動画などの説明や会話

の要点を理解すること

ができる。 

総合英語 

・リスニン 

グテスト 

・定期考査 

・まとまりのある英文を後

戻りすることなく一定時

間内に読み、各段落のトピ

ック、サポート、例示、詳

細などを抑えながら、全体

の要旨を理解することが

できる。 

・難しい部分を読み返すな

どしながら、よく知ってい

る分野の説明書や記事な

どを詳しく理解すること

ができる。 

総合英語 

・定期考査 

・多読活動 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Com Ⅰ 

Lesson 1 

(14 時間) 

インターネッ

トで広まった

『もし地球が

100 人の村だ

ったら』を改

編した文章を

読み，人類が

直面する教育

格差，富の偏

在，環境破壊

などについて

理解を深め，

これらの問題

にいかに対応

すべきか考え

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

地球が抱える問題に
関心を持ち，ペア・
ワークやグループ・
ワークにおいて積極
的に自分の考えを述
べる。 

ワークシートを利用
して、それぞれのス
ピーカーの話す内容
をメモに取り、まと
める。 

問題に関心を持
ち，ペア・ワーク
やグループ・ワー
クにおいて積極的
に自分の考えを述
べようとする。 

ワークシートを提
出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、
活用する。 

「英語表現の能力」 

本文の要点をまとめ
る。聞き手に伝わる
ように発表する。 

キーワードをもとに
要約文を作り、ペア
やグループ、クラス
で発表し合う。 

本文の要点をまと
めることができ
る。聞き手に伝わ
るように発表する
ことができる。 

言語活動を観察す
る。ワークシート
を提出させ、その
内容を取り組み状
況の判断材料とし
て、活用する。 

「英語理解の能力」 

地球が抱える問題に
ついての説明を聞く
こと，読むことで理
解する。 

セクションごとに本
文の音声を聞いたり
読んだりして、ワー
クシートを用いなが
ら、内容を理解して
いく。 

地球が抱える問題
についての説明を
聞くこと，読むこ
とで理解すること
ができる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内
容理解を問う出題
により、内容理解
ができているかを
判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

to 不定詞の形・意
味・用法および it の
用法を理解する。 

例文を通じて、その
性質を理解する。 

to 不定詞の形・意
味・用法および it

の用法を理解でき
る。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、知
識が身についてい
るかを判断する。 

Com Ⅰ

Lesson 2 

(14 時間) 

風呂敷の由来

や 歴 史 を 知

り，風呂敷が

相手への思い

やりを伝える

ものであるこ

とや，環境保

護に役立つも

のであること

を学び，日本

文化について

の理解を深め

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

風呂敷や日本文化に
関する話に関心を持
ち，積極的に自分の
考えを述べようす
る。 

風呂敷に関して、自
分の経験・感想など
をペアで話し合う。 

風呂敷や日本文化
に関する話に関心
を持ち，積極的に
自分の考えを述べ
ようとしている。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

「英語表現の能力」 

本文の要点をまとめ
る。聞き手に伝わる
ように発表する。 

キーワードをもとに
要約文を作り、ペア
やグループ、クラス
で発表し合う。 

本文の要点をまと
めることができ
る。聞き手に伝わ
るように発表する
ことができる。 

言語活動を観察す
る。ワークシート
を提出させ、その
内容を取り組み状
況の判断材料とし
て、活用する。 

「英語理解の能力」 

風呂敷や日本文化に
関する話を聞くこ
と，読むことで理解
する。 

セクションごとに本
文の音声を聞いたり
読んだりして、ワー
クシートを用いなが
ら、内容を理解して
いく。 

風呂敷や日本文化
に関する話を聞く
こと，読むことで
理解することがで
きる。 

定期考査におい
て、内容理解を問
う出題により、内
容理解できている
かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

関係代名詞，助動
詞，受動態の形・意
味・用法を理解す
る。 

例文を通じて、その
性質を理解する。 

関係代名詞，助動
詞，受動態の形・
意味・用法を理解
できる。 

定期考査におい
て、文法知識が身
についているかを
判断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Com Ⅰ 

Lesson 3 

(14 時間) 

パキスタンで

「女性が教育

を 受 け る 権

利」を訴え、イ

スラム武装勢

力に銃撃され

ながらも屈せ

ずに活動を続

ける16歳の少

女 の 実 話 か

ら、社会を変

えようと行動

した十代の若

者の勇気と行

動力について

学 ぶ と 同 時

に、教育の重

要性について

考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

16 歳の少女の行動
に関心を持ち，ペ
ア・ワークにおいて
積極的に自分の考え
を述べる。 

ワークシートを利用
して、Malala につい
て知っていることを
ペアで述べ合う。 

16 歳の少女の行動
に関心を持ち，ペ
ア・ワークにおい
て積極的に自分の
考えを述べること
ができる。 

ワークシートを提
出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、
活用する。 

 

「英語表現の能力」 

本文の要点をまとめ
る。聞き手に伝わる
ように発表する。 

キーワードをもとに
要約文を作り、ペア
やグループ、クラス
で発表し合う。ま
た、グループでプレ
ゼンテーション発表
を行う。 

本文の要点をまと
めることができ
る。聞き手に伝わ
るように発表する
ことができる。 

言語活動を観察す
る。ワークシート
を提出させ、その
内容を取り組み状
況の判断材料とし
て、活用する。 

「英語理解の能力」 

命をかけて教育の重
要性を訴え続ける少
女に関する話を聞く
こと，読むことで理
解する。 

セクションごとに本
文の音声を聞いたり
読んだりして、ワー
クシートを用いなが
ら、内容を理解して
いく。 

命をかけて教育の
重要性を訴え続け
る少女に関する話
を聞くこと，読む
ことで理解するこ
とができる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内
容理解を問う出題
により、内容理解
ができているかを
判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

現在完了進行形，過
去完了形，動名詞
(基本的な用法)の
形・意味・用法を理
解する。 

例文を通じて、その
性質を理解する。 

現在完了進行形，
過去完了形，動名
詞(基本的な用法)の
形・意味・用法を
理解できる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、知
識が身についてい
るかを判断する。 

Com Ⅰ

Lesson 4 

(14 時間) 

ボルネオの自

然保護のため

には，地域の

人々がよりよ

い生活を送る

ように改善し

なければなら

ない。環境破

壊の問題を多

角的に考え，

理 解 を 深 め

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ボルネオの自然保護
に関する話に関心を
持ち，積極的に自分
の考えを述べる。 

教科書の写真を見
て、自分の印象や感
想などをペアで話し
合う。 

ボルネオの自然保
護に関する話に関
心を持ち，積極的
に自分の考えを述
べることができ
る。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

「英語表現の能力」 

本文の要点をまとめ
る。聞き手に伝わる
ように発表する。 

キーワードをもとに
要約文を作り、ペア
やグループ、クラス
で発表し合う。 

本文の要点をまと
めることができ
る。聞き手に伝わ
るように発表する
ことができる。 

言語活動を観察す
る。ワークシート
を提出させ、その
内容を取り組み状
況の判断材料とし
て、活用する。 

「英語理解の能力」 

ボルネオの自然保護
に関する話を聞くこ
と，読むことで理解
する。 

セクションごとに本
文の音声を聞いたり
読んだりして、ワー
クシートを用いなが
ら、内容を理解して
いく。 

ボルネオの自然保
護に関する話を聞
くこと，読むこと
で理解することが
できる。 

定期考査におい
て、内容理解を問
う出題により、内
容理解できている
かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

分詞，比較の形・意
味・用法を理解す
る。 

例文を通じて、その
性質を理解する。 

分詞，比較の形・
意味・用法を理解
できる。 

定期考査におい
て、文法知識が身
についているかを
判断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Com Ⅰ 

Lesson 5 

(14 時間) 

レモネードを

売ったお金を

医師に寄付す

ることによっ

て，病気に立

ち向かった少

女の実話をも

とに，命の尊

さ，人生の意

味，ボランテ

ィアの大切さ

を考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

病気に立ち向かった
少女の話に関心を持
ち，ペア・ワークに
おいて積極的に自分
の考えを述べる。 

関連した動画を見
て、感じたことをペ
アで述べ合う。 

病気に立ち向かっ
た少女の話に関心
を持ち，ペア・ワ
ークにおいて積極
的に自分の考えを
述べることができ
る。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

「英語表現の能力」 

本文の要点をまとめ
る。聞き手に伝わる
ように発表する。 

キーワードをもとに
要約文を作り、ペア
やグループ、クラス
で発表し合う。ま
た、グループでプレ
ゼンテーション発表
を行う。 

本文の要点をまと
めることができ
る。聞き手に伝わ
るように発表する
ことができる。 

言語活動を観察す
る。ワークシート
を提出させ、その
内容を取り組み状
況の判断材料とし
て、活用する。 

「英語理解の能力」 

病気に立ち向かった
少女の話を聞くこ
と，読むことで理解
する。 

セクションごとに本
文の音声を聞いたり
読んだりして、ワー
クシートを用いなが
ら、内容を理解して
いく。 

病気に立ち向かっ
た少女の話を聞く
こと，読むことで
理解することがで
きる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内
容理解を問う出題
により、内容理解
ができているかを
判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

原形不定詞，
SVO+if 節/wh-節の
形・意味・用法を理
解する。 

例文を通じて、その
性質を理解する。 

原形不定詞，
SVO+if 節/wh-節の
形・意味・用法を
理解できる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、知
識が身についてい
るかを判断する。 

Com Ⅰ

Lesson 6 

(14 時間) 

意志力は、人

間の感情や欲

求をコントロ

ールし、生き

方を改善する

ために重要な

能力である。

意志力を高め

る鍵となる睡

眠に焦点を当

て、人間の脳

や心理との関

係について考

える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

意志力に大きな影響
を与える睡眠に関す
る話に関心を持ち，
積極的に自分の考え
を述べる。 

ワークシートを利用
して、それぞれのス
ピーカーの話す内容
をメモに取り、まと
める。 

意志力に大きな影
響を与える睡眠に
関する話に関心を
持ち，積極的に自
分の考えを述べる
ことができる。 

ワークシートを提
出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、
活用する。 

「英語表現の能力」 

本文の要点をまとめ
る。聞き手に伝わる
ように発表する。 

キーワードをもとに
要約文を作り、ペア
やグループ、クラス
で発表し合う。ま
た、グループでプレ
ゼンテーション発表
を行う。 

本文の要点をまと
めることができ
る。聞き手に伝わ
るように発表する
ことができる。 

言語活動を観察す
る。ワークシート
を提出させ、その
内容を取り組み状
況の判断材料とし
て、活用する。 

「英語理解の能力」 

意志力に大きな影響
を与える睡眠に関す
る話を聞くこと，読
むことで理解する。 

セクションごとに本
文の音声を聞いたり
読んだりして、ワー
クシートを用いなが
ら、内容を理解して
いく。 

意志力に大きな影
響を与える睡眠に
関する話を聞くこ
と，読むことで理
解することができ
る。 

定期考査におい
て、内容理解を問
う出題により、内
容理解できている
かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

受動態[助動詞+ be +過去分

詞，be 動詞+ being +過去分

詞，have(has) + been +過去分

詞]，関係副詞，助動詞+ have 

+過去分詞の形・意味・用法を

理解する。 

例文を通じて、その
性質を理解する。 

受動態，関係副
詞，助動詞+ have 

+過去分詞の形・意
味・用法を理解で
きる。 

定期考査におい
て、文法知識が身
についているかを
判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Com Ⅰ 

Lesson 8 

(14 時間) 

水の惑星と呼

ばれる地球が

現在水不足の

危機に瀕して

いることを知

り，それを防

ぐ方策および

水不足解消の

ための科学技

術について学

ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

水不足とその対策に
関心を持ち，ペア・
ワークにおいて積極
的に自分の考えを述
べる。 

関連動画を見て、ワ
ークシートを使いな
がら、ペアで話し合
う。 

水不足とその対策
に関心を持ち，ペ
ア・ワークにおい
て積極的に自分の
考えを述べること
ができる。 

ワークシートを提
出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、
活用する。 

「英語表現の能力」 

本文の要点をまとめ
る。聞き手に伝わる
ように発表する。 

キーワードをもとに
要約文を作り、ペア
やグループ、クラス
で発表し合う。 

本文の要点をまと
めることができ
る。聞き手に伝わ
るように発表する
ことができる。 

言語活動を観察す
る。ワークシート
を提出させ、その
内容を取り組み状
況の判断材料とし
て、活用する。 

「英語理解の能力」 

水不足とその対策に
関する話を聞くこ
と，読むことで理解
する。 

セクションごとに本
文の音声を聞いたり
読んだりして、ワー
クシートを用いなが
ら、内容を理解して
いく。 

水不足とその対策
に関する話を聞く
こと，読むことで
理解することがで
きる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内
容理解を問う出題
により、内容理解
ができているかを
判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

仮定法過去，関係代
名詞の非制限用法，
seem＋to 不定詞の
形・意味・用法を理
解する。 

例文を通じて、その
性質を理解する。 

仮定法過去，関係
代名詞の非制限用
法，seem＋to 不定
詞の形・意味・用
法を理解できる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、知
識が身についてい
るかを判断する。 

Com Ⅰ

Lesson 9 

(14 時間) 

コーヒーを中

心にフェアト

レードについ

て理解し，よ

り公平・公正

な貿易を行う

にはどのよう

な取り組みが

必要なのかに

ついて学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

フェアトレードに関
する話に関心を持
ち，積極的に自分の
考えを述べる。 

コーヒーについて、
自分の経験や感想な
どをペアで話し合
う。 

フェアトレードに
関する話に関心を
持ち，積極的に自
分の考えを述べる
ことができる。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

「英語表現の能力」 

本文の要点をまとめ
る。聞き手に伝わる
ように発表する。 

キーワードをもとに
要約文を作り、ペア
やグループ、クラス
で発表し合う。ま
た、グループでプレ
ゼンテーション発表
を行う。 

本文の要点をまと
めることができ
る。聞き手に伝わ
るように発表する
ことができる。 

言語活動を観察す
る。ワークシート
を提出させ、その
内容を取り組み状
況の判断材料とし
て、活用する。 

「英語理解の能力」 

フェアトレードに関
する話を聞くこと，
読むことで理解す
る。 

セクションごとに本
文の音声を聞いたり
読んだりして、ワー
クシートを用いなが
ら、内容を理解して
いく。 

フェアトレードに
関する話を聞くこ
と，読むことで理
解することができ
る。 

定期考査におい
て、内容理解を問
う出題により、内
容理解できている
かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

分詞構文，未来完了
の形・意味・用法を
理解する。 

例文を通じて、その
性質を理解する。 

分詞構文，未来完
了の形・意味・用
法を理解できる。 

定期考査におい
て、文法知識が身
についているかを
判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Com Ⅱ 

Lesson 2 

(14 時間) 

日本の伝統的

な学校行事で

ある「運動会」

が発展途上国

の学校で開催

され，現地の

教育の活性化

につながった

様子について

詳しく記した

文章を読み，

自国文化を海

外に伝え，交

流を図る意義

について考え

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

マラウィで開催され
た手作りの「運動
会」に関心を持ち，
ペア・ワークにおい
て積極的に自分の考
えを述べる。 

ワークシートを利用
して、それぞれのス
ピーカーの話す内容
をメモに取り、まと
める。 

マラウィで開催さ
れた手作りの「運
動会」に関心を持
ち，ペア・ワーク
において積極的に
自分の考えを述べ
ることができる。 

ワークシートを提
出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、
活用する。 

「英語表現の能力」 

本文の要点をまとめ
る。聞き手に伝わる
ように発表する。 

キーワードをもとに
要約文を作り、ペア
やグループ、クラス
で発表し合う。 

本文の要点をまと
めることができ
る。聞き手に伝わ
るように発表する
ことができる。 

言語活動を観察す
る。ワークシート
を提出させ、その
内容を取り組み状
況の判断材料とし
て、活用する。 

「英語理解の能力」 

マラウィで開催され
た手作りの「運動
会」に関する話を聞
くこと，読むことで
理解する。 

セクションごとに本
文の音声を聞いたり
読んだりして、ワー
クシートを用いなが
ら、内容を理解して
いく。 

マラウィで開催さ
れた手作りの「運
動会」に関する話
を聞くこと，読む
ことで理解するこ
とができる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内
容理解を問う出題
により、内容理解
ができているかを
判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

受動態[群動詞，It’
s said/believed ~, 

get + 過去分詞]，受
け身の動名詞の形・
意味・用法を理解す
る。 

例文を通じて、その
性質を理解する。 

受動態[群動詞，
It’s said/believed 

~, get + 過去分
詞]，受け身の動名
詞の形・意味・用
法を理解できる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、知
識が身についてい
るかを判断する。 

Com Ⅱ

Lesson 3 

(14 時間) 

自然界には生

物が環境の中

で生き抜くた

めに発達した

さまざまなテ

クノロジーが

ありそれを環

境に優しい科

学技術に発展

させることが

できる。この

ようなネイチ

ャー・テクノ

ロジーについ

て学び，人間

を豊かにする

科学技術につ

いて考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

自然から学ぶ科学技
術および環境問題に
関する話に関心を持
ち，積極的に自分の
考えを述べる。 

ワークシートを利用
して、それぞれのス
ピーカーの話す内容
をメモに取り、まと
める。 

自然から学ぶ科学
技術および環境問
題に関する話に関
心を持ち，積極的
に自分の考えを述
べることができ
る。 

ワークシートを提
出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、
活用する。 

「英語表現の能力」 

本文の要点をまとめ
る。聞き手に伝わる
ように発表する。 

キーワードをもとに
要約文を作り、ペア
やグループ、クラス
で発表し合う。 

本文の要点をまと
めることができ
る。聞き手に伝わ
るように発表する
ことができる。 

言語活動を観察す
る。ワークシート
を提出させ、その
内容を取り組み状
況の判断材料とし
て、活用する。 

「英語理解の能力」 

自然から学ぶ科学技
術および環境問題に
関する話を聞くこ
と，読むことで理解
する。 

セクションごとに本
文の音声を聞いたり
読んだりして、ワー
クシートを用いなが
ら、内容を理解して
いく。 

自然から学ぶ科学
技術および環境問
題に関する話を聞
くこと，読むこと
で理解することが
できる。 

定期考査におい
て、内容理解を問
う出題により、内
容理解できている
かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

複合関係代名詞，複
合関係形容詞，複合
関係副詞，関係副詞
[非制限用法]の形・
意味・用法を理解す
る。 

例文を通じて、その
性質を理解する。 

複合関係代名詞，
複合関係形容詞，
複合関係副詞，関
係副詞[非制限用法]

の形・意味・用法
を理解できる。 

定期考査におい
て、文法知識が身
についているかを
判断する。 


